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建設ナビ福岡   建設ＷＥＢ九州 

   2015 年 10 月 21 日（水） 

ご入会のお申込みはこちらまで 

 

福岡市博多区東光 1-2-8 

内山東光ビル 501 

電 話 092-409-4742 

ＦＡＸ 092-409-4743 

http://www.kensetsunavi.com 

建設業界では少子化などに伴う技術者不足や技能者の高齢化など

の問題があり、将来の大きな課題となっている。主に中小企業の電

気設備工事業で組織する福岡県電設協力会にとっても深刻な問題で

あり、物づくりの魅力や技術継承の実技研修、女性や高齢者の活用

などの活動を通して、若者の業界離れを食い止め、担い手の育成・

確保に取り組む。また、福岡県と電気工事業界のパイプ役として、

関係当局との意見交換会や連携強化を図りながら、分離発注の推進、

適正価格の設定など業界共通の課題を解決し、地場企業全体の底上

げが期待されている。会長に就任して３期５年を迎える楢原俊成会

長に、福岡県電設協力会としての業界の現状と将来に向けての考え

を聞いた。 

 福岡県における電気設備工事に協力し、会員相互の技術の向上と繁栄を図ることを目的として、昭和４７年１

１月２４日に設立しました。平成２７年４月１日現在の会員数は２８５社で、福岡支部１０６社、北九州支部６

９社、筑後支部７６社、筑豊支部３４社となっています。  

会員は福岡県有資格者登録の電

気設備工事会社で構成、福岡・北

九州・筑後・筑豊の４支部に分か

れ、県民のライフラインを守り、

安全・安心な生活を支えている企

業の集まりであるという自負を持

ち、日々仕事に臨んでいます。 

 年間の活動内容としては、福岡

県防災訓練への参加、福岡県建築

都市部との意見交換と技術協議会

の開催、また、（一社）福岡電業協

会の団体会員として各種講習会・

研修会への参加も行っている。平成２７

年度も関係当局への要望書提出と意見

交換会、関係当局と各支部毎の技術協議

会、経営及び技術等に関する講習会・研

修会、防災協定締結に基づいて防災訓練

等への積極的参加を計画しています。 

当協会は、時代の変革期にあって、福

岡県との関係も変化しており、会員と福

岡県とのパイプ役を担いつつ、地場電気

工事業全体の底上げを図っていきたい

と思っています。

福岡県電設協力会  

●貴団体の紹介を 

●貴団体の現状と平成２７年度事業活動について 
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電気工事業を含む建設業界においては、技術者不足、

技能者の高齢化、若年労働者の減少等、人手・人材不

足が深刻な課題となっており、将来への不安材料とな

っています。日本の少子化からやむを得ないことです

が、物づくりの魅力ある職場であることなどを PRし、

若者の業界離れを食い止めていきたい。 

 人材・労働者不足ついては、当電気工事業界もまさ

に直面している問題で、特に我々中小企業にとっては

深刻であり、技術継承のための実技研修（座学＋実技）

や女性・高齢者の活用などの対策が必要であり、求め

られている。将来的には、外国人労働力の活用、ロボ

ット化まで進んでいくのではないでしょうか。 

 また、今後、電気工事業として、水素など新たな再

生可能エネルギーや LED化に伴う省エネルギー対策

など関連事業に対する取組みも必要になってくると

思いますが、国や福岡県などの指針などを見通しなが

ら、いち早く参画できるように勉強会なども行ってい

かなければならないと思っています。

 分離発注については、改正品確法や国土交通省でも

明記されており、品質、コストとの関係が透明であり、

明確でもある。電気設備工事の品質確保、コスト低減

提案がお客様へ直接でき、満足の高いサービスを得る

ことができる。これまで通り、福岡県

とのパイプを保ち、県から市町村、さ

らには民間へと進めていければと思

っています。 

 適正価格・適正工期の確保について

は、電気設備工事が建築工程に大きく左右され、終盤

になっての工期遅れが品質、安全へ大きな影響を及ぼ

します。 

また、設計図書の不備をなくし、精度を増すために、

現地調査、他設備との取り合い，機器の納まりの検討

等の課題と対応策を整理し、目的を共有する関係機

関・団体と連携し設計図書の精度向上を目指していき

たいと思います。 

良質な電気設備の供給、社会インフラ整備を行う上

で、国家資格を持つ、技術者集団としての自覚を胸に、

今後とも社会に貢献していきたい。

趣味はクラシックからポップス、ジャズ、洋楽、邦楽、ジ

ャンルにこだわらない音楽鑑賞、車の中で聴いたり、コンサ

ートとか、ライブにもよく行きますよ。家から会社まで毎日

徒歩で通勤し、家の近くの大濠公園を散策するのも趣味の一

つで、おいしそうなパン屋に立ち

寄るのも楽しみだという。座右の

銘は“誠意”、インタビューの中

で親切丁寧な話し方からもその

気持ちが伝わってくる。 

 

 

●担い手の人材確保・育成についての取り組みや考えについて 

●改正品確法に伴う福岡県をはじめ、発注機関に対する要望事項 

●団体長の趣味・特技などについて 
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●プロフィール 
 出身地―福岡市 
 学 歴―福岡県県立修猷館、早稲田大学卒業 
 職 歴―平成７年に㈱平和電興入社 

平成２０年に同社社長就任 
 団体役員―平成２３年に福岡県電設協力会会長就任。 

（一社）福岡電業協会理事。 


